
✓ 基本的に連結ベースで対前１Qとの増減につき解説
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✓ 売上高は前年度並みとなるも、前期は期中に最終決算を迎える収支が改善した
工事が多かった反動などにより、今期は売上総利益率が低下し、売上総利益お
よびその他段階利益は、前年度を下回った
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【土木】

[単体]国内土木は、当期の受注が下期に集中する見通しであることから対通期の

進捗率が低く、前期から減少

海外土木は前期並みとなり、単体全体で減少

[連結]子会社等は概ね前期並みとなり、連結全体で減少

【建築】

[単体]国内建築は、当期の受注が下期に集中する見通しであることから対通期の

進捗率が低く、前期から減少

海外建築は前期並みとなり、単体全体で減少

[連結]子会社等は概ね前期並みとなり、連結全体で減少

【開発等】

[単体]再開発物件の販売契約減などにより減少

[連結]子会社等は概ね前期並みとなり、連結全体で減少
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主な受注工事は記載の通り
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主な受注工事は記載の通り

4



【土木】

[単体]前期並み

[連結]子会社等でも前期並みとなり、連結全体でも前期並み

【建築】

[単体]前期並み

[連結]子会社等でも前期並みとなり、連結全体でも前期並み

【開発等】

[単体]前期並み

[連結]子会社等でも前期並みとなり、連結全体でも前期並み
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【土木】

[単体]前期は期中に最終決算を迎える収支が改善した工事が多かった反動等
により、今期は減益

[連結]子会社等は概ね前期並みとなり、連結全体で減益

【建築】

[単体]前期は期中に最終決算を迎える収支が改善した工事が多かった反動等
により、今期は減益

[連結]子会社等は概ね前期並みとなり、連結全体で減益

【開発等】

[単体]前期並み

[連結]前期に大成有楽不動産でオフィスビルの売却益があった反動等により、

連結全体では減益
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【土木・建築とも】

前期は期中に最終決算を迎える収支が改善した工事が多かった反動等により、悪化
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[単体]主に人件費などで増加

[連結]子会社等は前期並みとなり、連結全体で増加
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✓ 売上総利益の減少に加え販管費の増加により、営業減益



✓ 営業外損益は前期並みとなり、営業減益に伴い経常減益
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✓ 子会社にて固定資産売却益の計上があったことなどにより特別損益が好転した
ものの、経常減益により、親会社株主に帰属する四半期純利益も減益
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